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つながる

市では現在、平成8年度からス

ター卜する第三次上田市総合計画

の策定に取り組んでいる最中です。

この計画の策定にあたっては、市

民一人ひとりの声を積極的に取り

入れようと考えています。その一

環として、 4月から6月まで地区

連合自治会単位を基本に市内16地

区で、地区別市民広聴会「市長と

語る会J が聞かれました。

6月20日、神科地区での広聴会

では、上野がE公民館に多くの市

民か訪れ、「小骨でなく大昏の話を

…」と、竹下市長と r夢あるまち

づくりJを語り合いました。
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/ 福祉の複合施設が誕生
r 

室賀デイサービスセンターと上田市在宅介護支援センタ一、

特別養護老人ホ-br室賀の里J の複合施設が、上室賀の旧室

賀小学校蹄地!こ7月1日オープンします。ま定、隣接の身体障

害者療護施盤 rしいのみ療護国」も、すで1~4月 1 日から関所

しています。社会の高齢佑ガ進む中、在宅福祉の新しい支援施

設として注目され、幅広い利用ガ期待されています。

入
所
者
の
ふ
れ
あ
い
が

七
月
に
問
所
す
る
こ
の
施
設
は
、

宰
貨
の
盟
か
な
総
に
同
ま
れ
た
絶

好
の
山
然
環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。

建
物
は
、
巾
a
央
の
共
通
の
ロ
ー
タ

リ
ー
を
は
さ
ん
で
、
ト
什
ぃ
ホ
対
称
の

造
り
。
ま
た
、
被
合
施
設
の
た
め
、

こ
こ
で
は
、
お
年
寄
り
と
身
附
者

な
ど
が
と
も
に
ふ
れ
あ
い
、
生
活

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

よ
き
な
特
徴
で
す
。
各
施
設
の
利

川
十
刀
法
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

-
室
賀
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

お
年
寄
り
が
、
楽
し
く
体
操
な

ど
を
し
て
、
よ
り
午
き
が
い
の
あ

る
生
前
ぞ
送
っ
て
い
た
だ
き
、
家

族
の
か
た
の
介
護
負
担
が
少
し
で

も
峰
〈
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
で
す
。

マ
利
用
で
き
る
人
市
内
塩
川
お

よ
び
川
西
地
区
に
住
む
六
十
五
歳

以
上
の
人
で
、
身
体
が
雌
弱
ま
た

は
寝
た
き
り
の
た
め
に
円
常
生
活

を
送
る
の
に
支
怖
の
あ
る
人

マ
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
日
常
勤
作

訓
練
、
入
浴
、
給
食
、
生
前
指
導
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
家
庭
介
説
者
教

室
な

E
。
ま
た
、
送
迎
も
し
ま
す
。

マ
申
し
込
み

高
齢
者
福
祉
課
(
内

線

1
6
2
2
)

-
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

仁

議告
言詰i

臨.

わ
だ

きし
ーの

常義街
加手
三玄ヰL

Z組

ん

わ
た
し
は
、
自
然
が
と
て
も
好

き
で
す
。
た
ぶ
ん
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
、
見
た
り
遊
ん
だ
り
し
て
き

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
上
関
市

の
ょ
い
と
こ
ろ

t
聞
か
れ
た
ら
、

い
ち
ば
ん
に
「
自
然
」
と
胸
そ
張

っ
て
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
の
家
の
周
り
は
、
国
ん

ば
や
畑
だ
ら
け
で
す
。
ま
だ
魅
し

て
き
た
ば
か
り
の
こ
ろ
、
夜
カ
エ

ル
が
鳴
い
て
と
て
も
う
る
さ
く
思

い
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
カ
エ
ル

が
鳴
か
な
い
と
、
と
て
も
さ
び
し

く
忠
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
他
の
虫
の
と
て
も
き

れ
い
な
芦
も
附
・
』
え
て
き
ま
す
。

確
か
に
東
京
と
比
べ
て
し
ま
え
ば
、

遊
ぶ
と
こ
ろ
も
な
い
け
ど
、
は
っ

き
り
い
っ
て
東
京
は
、
中
立
気
も
悪

(2) 7 7. 広報うえだ6.



-在宅介11支鑓センター・室貨の皇
A、室賀デイサービスセンター・しいのみ療護国

室賀 t決「
艶便局 、¥・室質保湾園 。竜丸

この節設の大きな特徴ともいえる浴室。寝たきり専用{写
真)と車いす専用の浴慣とがあり、憲新式のもの

夜
宅
の
寝
た
き
り
な
ど
の
お
年

容
り
や
そ
の
介
護
者
の
、
在
宅
介

護
仁
関
す
る
総
合
的
な
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
福
祉
・保
健
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
調
麓
を
し
、

家
肢
の
身
体
的
、
精
神
的
負
担
を

舵
く
す
る
・
』
と
を
日
的
と
し
て
い

ま
す
。

マ
利
用
で
き
る
人
市
内
に
住
む

h

ハ
十
五
歳
以
上
の
人
で
、
身
体
が

虚
弱
ま
た
は
寝
た
き
り
、
も
し
く

は
痴
ほ
う
な

E
の
た
め
、
日
常
生

活
ぞ
送
る
の
に
支
障
が
あ
る
人
お

よ
び
そ
の
介
護
者

マ
事
業
内
容

①
介
護
の
悩
み
に

つ
い
て
の
相
談
、
介
讃
ト
刀
法
の
相

談
②
作
碕
保
健
・

M
祉
サ
ー
ビ
ス

の
紺
介
や
調
整
③
介
護
機
践
の
凶

示
、
紹
介
お
よ
び
そ
の
使
い
方

な
お
、
電
話
相
談
は
二
十
四
時

間
受
け
付
り
て
い
ま
す
。
(
宮
@

0

0
0
6
)
 

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
室
賀

の
里
」

(宮
⑪

0
0
0
2
)

マ
利
用
で
き
る

人

お

お

む
ね
六

卜
五
歳
以
上
で
心
身
に
附
容
が
あ

り
、
出
時
介
護
を
必
要
と
し
、
家

嵯
で
の
介
護
が
困
難
な
人
(
定
員

五
十
人
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
十
人
)

マ
利
用
料

本
人
の
収
入
、
同
居

の
扶
養
義
務
者
の
所
得
税
額
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

マ
申
し
込

み

尚

齢
者
悩
祉
課
(
内

線
1
6
2
5
)

-身体障害者療護施設rしいのみ療護園」
(設毘・速常、上回しいのみ会}

規模ベッド数:50床・ショートステイ 4床

-平面図
・在宅介護支援センター(市がぷ抗し、上問しいのみ会が巡岱)
・室賀デイサービスセンター(rliが，izi夜、上問しいのみ会が巡れ)
・特別養護考人ホームr室賀の塁J(よ交流.j!位、上f[Jしいのみ会}

規模ベッド数:50床・ショートステイ :10床

月.... 司.‘〆、_....・ν‘・p・・F・‘〆司v、.ν、--・・J司.‘〆司ν、.ν、風用・ν唱ν、_.、.ν、.... 司臨月園V司・v、........ 圃ν、.... 唱‘〆、.ν‘・t・臨珂・v-.-、_.唱ν句・V唱ν、.ν‘・d‘_.司ν、凪月・ν司晶月・V司・U司_..、.... 唱ν、...，....‘〆司ν‘・........ 、.‘'‘・‘.

い
し
、
水
も
あ
ま
り
お
い
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
上
聞
は
、
空

気
は
と
っ
て
も
き
れ
い
だ
し
、
水

も
あ
ま
り
ま
ず
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
上
回
の
将
来
は
こ

う
な
れ
ば
い
い
な
ア
と
思
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ぞ
れ
は
、

と
っ
て
も
い
い

'M然
だ
と
川
崎
う
の

で
、
そ
の
h
H
然
を
峻
き
な
い
よ
う

に
自
然
と
遊
べ
る
と
こ
ろ
が
で
き

れ
ば
・
・
・
と
い
う
・』
と
で
す
。

テ
レ
ビ
な

E
で
、
自
然
が
ど
ん

ど
ん
な
く
な
っ
て
い
る
と
聞
く
と
、

上
回
も
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か

な
ア
と
思
っ
て
し
ま
い
と
っ
て
も

不
安
で
す
。

よ
く
都
会
の
人
は
、
山
な
ど
が

あ
っ
た
り
家
が
少
な
か
っ
た
り
す

る
と
、
「
間
合
」
だ
と
甘
い
ま
す
。

で
も
わ
た
し
は
「
間
合
」
だ
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
ま
で
山
や

自
然
を
守
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、

と
っ
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ

t

思
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
勉
強
中
に
わ
か
-aり

な
い
問
題
が
あ
っ
て
ム
シ
ヤ
ク
シ

ャ
し
て
い
る
と
き
に
、
よ
く
山
を

見
ま
す
。
ぞ
う
す
る
と
な
ぜ
か
不

思
議
に
心
が
利
ん
で
き
ま
す
。
わ

た
し
は
、
そ
う
い
う
自
然
の
こ

t

を
み
ん
な
に
わ
か
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
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-
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課

(
内
線

1
6
2
2
)

長寿社会めざし
保健福祉総合計画から

合
年
三
月
、
二
十
一
世
紀
前
半
ま
で
の
高
齢
化
対
策
の
基
本

的
方
向
を
一
訴
す
『
上
田
市
高
齢
者
保
健
福
祉
総
合
計
画
」
ガ
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
舎
後
、
こ
の
計
画
に
よ
り
「
健
康
で
ゅ
の
ふ

れ
あ
う
高
齢
化
社
会
」
の
実
現
巴
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
ガ

展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
舎
回
は
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

「
高
齢
化
」
急
テ
ン
ポ
で

-
平
均
か
命
の
者
し
い
仲
ぴ
と
、
急

激
な
山
伝
来
・
の
低
ド
の
た
め
、
状
が

川
川
は
人
ー
や
附
川
介
.
の
長
い
が
凶
・
と
な
り

ま
し
た
。
出
齢
化
は
今
後
も
さ
ら
に

辿
皮
を
，

mし、
.. 卜
.
附
紀
前
市
十
に

φ

品
、叶川
1
j
v
x
h

ソ川
M
1

A

問、
・
・
e
a
刊、&品
し、
ιド
ei
l

i
-
-
c
ド

ノ
l

J
l
ノ

J

W

峨
以

k
と
い
う
本
俗
的
な
いH
川
齢
初
会

に
な
る
と
「
測
さ
れ
、
な
お
も
こ

の

傾
向
は
ト
リ
升

a

途
、
で
す
。

k
川
山
で
は
、
平
成
六
年
一二
日
呪

点
、
老
年
人
川
(
し
ハ
卜
五
版
以
上
)

が

.
M九
千
九

.h
じ
十
-
-人、

心的
齢

化
本
は
トじ
ハ・

-h
パ
ー
セ
ン
ト

t
な

っ
て
い
ま
す
。
将
米
的
に
は
、
.平
成

十

一
年
に
は
総
人
口
十
・
一万
六
千
五

百

↑
人
、
老
年
人
川
は

4

一万
一て
千
百

五
卜
九
人
と
な
り
、
老
年
人
円
比
率

は
卜
八

・
一・一
パ
ー
セ
ン
ト
仁
な
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

援
護
必
要
な
老
人
急
増

市
内
で
小
ハ
ト
一九
歳
以
上
の
高
齢
折

の
い
る
附
借
状
況
を
み
る
と
、
附
γ

独

叶
一
指
や
右
人
犬
口
町
叶
一
川
一
刊
の
トい
め
る
比

中
が
年
々
哨
え
て
お
り
、
今
後
も
附

加
傾
向
仁
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
安
援

謎
主
人
の
明
加
も
「
州
心
さ
れ
、
し
ハ
ト

一九
政
以
上
の
ん
似
た
き
り
主
人
や
、
州

ほ
う
性
老
人
も
雌
%
に
哨
加
す
る
こ

と
が

f
測
さ
れ
ま
す
。

平
成
元
年
か
ら
策
定
に

こ
の
よ
う
な
状
川
に
付
し
て
、

平

成
比
年
に
同
か
ら

「
・
日
川
的
打
保
健
一川

祉
推
進
卜
か
年
戦
略
」
(
ゴ
ー
ル
ド
プ

ラ
ン
)

が
ぶ
さ
れ
、
作
山
町
村
ご
と

に
尚
附
お
の
保
健
福
祉
総
人
口
計
州
の

策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

し
し
川
市
山
齢
者
保
健
一
悩
祉
総
介
計

一間
は
、
こ
の
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
を
乏

け
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
策
定
委
員

会
(
水
山
弁
肋
委
民
長

・
ト
八
人
)
を

一平
成
一
て
年
十

一
日
か
ら
設
置
し
て
、

今
後
取
り
組
む
べ

き
刊
紙
や
、
施
策

の
点
向
そ
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

、』
の
リ川
口問
の
実
施
は
、
平
成
卜

，

年
を
円
牒
年
一
回
と
し
て
、
卜
巾
の
実
施

計
尚
な
ど
で
施
策
を
具
体
化
し
て
い

き
ま
す
。

-在宅サービスの目標

----------
ホームヘルプ ァイ ショート
サービス サービス ス テ イ

寝たきり老人(麗度) 週 3回 週 l回 年 6固

寝たきり老人(その他) 遇 E回 週 E回 年 6回

痴ほう性老人 遇 1回 週 3回 年 6回

虚弱老人(独り暮らし) 選 1回 週0.5回

虚弱老人(その他) 週 1回 週0.5包 年 1回

-在宅サーピスの目標(訪問指導)

-----------
保健婦

歯科衛生士
理学療法士

看護婦 作業療法士

寝たきり老人(重度) 年間12回 年間E回 年間6回

寝たきり老人(その他) 6回 JJ 3回

痴ほっ性老人 3回 一 一
虚弱老人(独り暮らし) 3回 年間1回

虚弱老人(その他) 3回 JJ 

-サービス(人材)の供給目標

名 称 現況 日年度

ホ ーム ヘルパー 32人 47人

保 健 婦 1人 3人

看 雪量 婦 E人 E人

栄 養 士 ~ E人

歯科衛生士~ E人

理学(作業)療法士~ 3人

-施設整備の目標

施 設 名 現 況 11年度

デイサービスセンター 3カ、所 フカ、所

在宅介i費支媛センター 1 t.J、所 Eか所

機 能訓練会場 1 ;か所 3力、所

訪問審護ステーション な し 2力、所

老人保健飽設 112人 230人

特別養護老人ホーム 137人 250人 塩田商デイサービスセンター
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活力ある
~上田市高齢者

健
康
で
心
ふ
れ
あ
う
高
餓
化

社
会
宇
佐
め
ざ
し
て
・

。

こ
の
計
画
で
は
、
次
の
五
点
を
基

本
方
針
と
し
て
、
各
種
の
施
策
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

ゆ
と
り
あ
る
生
活
を

め
ざ
し
て(

所
得
・
就
労
対
策
)

マハ
H

川
齢
行
が
し
っ
か
り
し
た
午
前
法

慌
を
雌
じ
凡
さ
せ
る
た
め
、
経
済
的
れ

し仏
の
肱
慨
し
札
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

マH

川
船
行
の
桜
川
、
就
労
の
促
進
に

中
I
た
り
ま
す
。

す
ニ
や
か
な
生
涯
を

め
ざ
し
て(

保
健
・
医
療
対
策
)

マ
「
引
分
の
飽
肢
は
れ
分
で
守
る
」

t
J
う
位
議
洋
地

e
-
I
J
、
主
眼
に

{

ー

;
z
i
!
J
1
{

'

i

(

わ
た
る
飽
出
づ
く
り
そ
進
め
ま
す
。

マ
介
泌
が
必
要
な
刈
帥
行
な
ど
に
付

し
て
、
地
凶
作
町
・
保
健
似
僚
耐
か

ら
対
応
を
進
め
、

一仙
祉
サ
ー
ビ
ス
と

.
体
と
な

ウ
た
ケ
ア
を
行
な
い
ま
す
。

心
ふ
れ
あ
う
福
祉
を

め
ざ
し
て(

要
援
護
老
人
対
策
)

マ
ル代
ん℃
い
耐
祉
を
地
本
に
、
地
域
社
会
、

主
人
制
枇
施
設
、
保
健

・
院
一
味
サ
ー

ビ
ス
、
民
間
制
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
と

述
携
を
し
て
、
山
内
積
サ
ー
ビ
ス
を
総

〈
い
的
、
ル
川
間
的
に
展
開
し
ま
す
。

マ
地
域
住
民
が
い
仏
く
い
仙
祉
出
動
に
参

加
す
る
こ

t
を
進
め
、
地
峡
一
陥
祉
日

動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

マ
主
人
制
祉
施
設
を
、
入
所
お
だ
け

の
バ
象
で
は
な
く
、
そ
の
機
能
を
地

域
に
問
欣
し
、

h

仕
ん
℃
い
的
祉
の
拠
点

t

し
て
前
川
が
凶
れ
る
よ
う
幌
附
し
て

い
き
ま
す
。

心
豊
か
な
地
域
社
会
を

め
ざ
し
て

(
生
き
が
い
対
策
)

マ
す
べ
て
の
年
代
の
.
人
ひ
と
り
が

い
凡
い
に
町
併
を
涼
め
、
明
る
く
れ
粁

に
社
会
参
加
を
し
て
、
楽
し
く
活
動

で
き
る
段
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

マ
{
ど
も
た
ち
か
ら
出
齢
行
ま
で
、

す
べ
て
が
ぶ
織
的
に
必
刈
齢
化
社
会

の
到
米
の
諜
組
を

t
ら
え
、

M
m
祉
の

あ
り
ぶ
な
ど
を
瑚
併
す
る
た
め
に
、

引
版
予
門
の
拡
充
を
進
め
ま
す
。

マ
広
報
活
動
な

E
に
よ
る
い
巾
以
・
民

間
の
ぷ
織
作
発
を
進
め
、
青
少
年
・

成
人
に
付
す
る
い
H

川
齢
制
へ
の
恥
的
教

ム
け
や
、
家
峰
、
山
下
校
、
社
会
教
育
に
お

け
る
社
会
制
祉
教
育
に
努
め
ま
す
。

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
て

(
生
活
環
境
の
整
備
)

マ
-
H

川
齢
お
が
机
み
的
れ
た
家
庭
や
地

山
械
に
長
く
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

安
全
で
快
適
な
休
み
よ

い
ま
ち
づ
く

り
を
す
す
め
ま
す
。

マ
いけ川
齢
者
の
み
の
附
仰
の
、
什
山
川
仙
の

宮
山
必
を
凶
り
、
ま
た
、
ぃ
H

川
齢
朽
の
れ

在
と
介
抑
制
に
泌
し
た
、
安
全
で
住
み

や
す
い
伐
℃
の
作
技
に
努
め
ま
す
。

マ
州
防
防
災
、
防
犯
刈
策
に
緊
急
通

知
附
シ
ス
テ
ム
を
前
川
し
た
救
急
・
救

助
体
制
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
仙
似
り

拝
・
り
し
主
人
な
ど
の
明
大
に
付
応
し

た
刈
策
含
充
実
さ
せ
ま
す
。

お年寄りも、明るく気軽に社会参加を

『

!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
J

一
面
閣
官
畳
一

・
・
ホ

l
ム
ヘ
ル
パ

l

'

一
日
常
生
活
を
送
る
上
で
介
護
の
一

一
必
要
な
お
年
寄
り
が
い
る
家
庭
を
一

・
訪
問
し
て
、
介
護
や
食
事
の
お
手

a

且
伝
い
を
し
ま
す
。

，

一
・
シ
ョ
ー

ト

ス

テ

イ

一

一

寝
た
き
り
ま
た
は
痴
ほ
う
性
の

一

・
お
年
寄
り
を
介
護
し
て
い
る
家
庭

，

・
で

一
時
的
に
介
護
で
き
な
く
な
っ
，

一
た
場
合
、
お
年
寄
り
を
特
別
養
護
一

一
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
預
か
り
ま
す
。

一

，

・

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

-

F

虚
弱
ま
た
は
寝
た
さ
り
の
お
年

a

一
寄
り
に
、
入
浴
、
食
事
、
健
康
チ
一

一
ヱ
ツ
ク
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

一

一

・

訪

問

看

護

・

'
看
護
が
必
要
な
お
年
寄
り
の
家
'

一
庭
を
看
護
婦
が
訪
問
し
て
、
看
護

一

一
し
ま
す
。

，

・

訪

問

指

導

，

・
寝
た
き
り
な
ど
の
お
年
寄
り
の

'
7

一
家
庭
を
保
健
婦
が
訪
問
し
、
介
護
一

ス

一
の
さ
涼
な
ど
を
指
導
し
ま
す
。

一

:

一
・
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

一

m

h

寝
た
き
り
ま
た
は
痴
ほ
う
性
で

'
Z

一
常
に
介
護
が
必
要
な
お
年
寄
り
が
、
一
約

一
自
宅
で
適
切
な
介
護
を
受
け
ら
れ
一

広

，
な
い
場
合
に
入
所
で
き
ま
す
。

，
一5



伝
説
の
要
害
「
米
山
城
」

米山城(中央)。手前は金剛寺集落

金
剛
寺
は
東
太
郎
山
の
雨
の
ふ
も
と
を
流
れ

る
矢
出
沢
川
上
流
に
ひ
ら
け
た
集
落
で
す
。
江

戸
時
代
は
金
剛
寺
村
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

昔
、
金
剛
山
王
蔵
寺
が
村
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら

山
口
す
と
寺
名
に
ち
な
み
村
の
名
と
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
四
百
四
十
四
年
前
の
天
文
十
九
年
、

武
田
信
玄
が
戸
石
城
に
拠
る
村
上
義
清
軍
と
戦

っ
て
敗
退
し
た
こ
と
は
有
名
で
す
が
、
そ
の
一戸

石
城
の
要
害
の

一
つ
米
山
城
(
県
指
定
史
跡
)

が
金
剛
寺
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
城
は
兵
食
を
貯

え
た
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
今
も
炭
化
し
た
米
や
麦

が
出
土
す
る

こ
と
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
米
山
城
の
村
上
軍
が
水
を
止
め
ら
れ

た
と
き
、
城
に
は
飲
料
水
が
馬
を
洗
う
ほ
ど
豊

富
に
あ
る

こ
と
を
武
田
軍
仁
見
せ
る
た
め
、
米

を
水
の
よ
う
に
馬
に
浴
び
せ
武
田
草
の
目
を
欺

い
た

t
い
う
伝
説
も
有
名
で
す
。

金
剛
寺
峠
を
越
え
る
松
代
道
は
、
幕
末
の
洋

学
者
佐
久
間
象
山
が
岩
門
(
現
上
田
市
)
の
活

文
禅
師
に
学
ぶ
た
め
松
代
(
現
長
野
市
)
か
ら

通
っ
た
道
で
し
た
。
文
政
十

一
年

ご

八

二
八
)

象
山
が
十
七
歳
の

t
き
の
こ
と
で
す
。

松
代
道
は
明
治
の
中
ご
ろ
ま
で
金
剛
寺
村
と
、

隣
の
傍
陽
村
(
現
真
田
町
)
と
の
往
来
を
雌
ん

仁
し
、

二
つ
の
村
は
互
い
に
深
い
つ
な
が
り
が

あ
っ
た

t
の
こ
と
で
す
。

明
治
三
十
二
年
ご
八
九
九
)
、

青
年
金
の

前
身
、
祭
典
掛
が
創
設
し
た
金
剛
寺
区
図
書
館

は
、
長
野
県
下
で
最
も
早
い
時
期
の
も
の
で
あ

り
現
上
旧
市
、
て
は
最
初
の
図
書
館
で
し
た
。

村
の
青
年
た
ち
が
桑
株
直
し
、
草
削
り
な
ど

の
労
務
に
従
事
し
て
得
た
資
金
な

E
で
木
守
購

入
す
る
な

E
、
図
書
館
の
運
営
に
情
熱
を
そ
そ

、
上
田
市
勤
労
者

.互
; Il力

互
助
会
で
は
、
労
働
組
合
の
な
い

中
小
規
模
事
業
所
、
商
庖
な
ど
に
勤

務
す
る
皆
さ
ん
の
福
利
厚
生
の
増
進

を
図
る
た
め
、
各
種
↓
事
業
所
(
中
小
企

業
退
職
金
共
済
制
度
、
融
資
事
業
、

厚
生
事
業
)
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
企
業

の
進
展
に
も
役
立
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
に
、
一

人
で
も
多
く
の
か
た
が

ご
入
会
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

労
政
課
(
内
線

-
4
1

0
1
1
4
1
2
)
 

も
長
野
県
勤
労
者
美
術
展

各
事
業
所
で
働
く
人
た
ち
の
美
術

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

マ
出
品
種
目
日
本
画
、
洋
画
、

工
芸
、
書
道
、
写
真
な
ど

一
人

一
種

目
マ
出
品
の
申
し
込
み

所
定
の

用
紙
に
よ
り
8
月
げ
日
制
か
ら
8
月

円
日
樹
ま
で
の
聞
に
、
東
信
労
政
事

務
所
へ
持
参
。

マ
出
品
料

1
5

0

0
円

マ
作
品
の
展
示
県
下
4

会

場

マ

問
い
合
わ
せ
東
信
労
政

世事

務

所

(
宮

@
7
1
4
4
)
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-吋
除
バ

'r
カメラスケッチ

6月9目、別所温泉森林公園に「まったけ

資料館Jがオープンしました。安楽寺の八角

三重塔をイメージしたログハウス風の八角形

の建物で、内部にはまったけが発生している

松林の模型や、パネルが展示されています。

* 大ま
*っ
た
け
見
つ
け

た*
f?* 

女

武田信玄を苦しめた伝説で知られている

ぎ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
明
治
期
に
青
年
会
が
運
営
し
た

問
書
館
(
文
庫
)
は
上
川

・
小
県
郡
地
方
で
ニ

ト
六
合
数
え
て
お
り
ま
す
。

金
剛
寺
区
間
書
館
は
、
大
正
十
三
年

こ

九

-
d
一)
に
は
蔵
月
数
が
三
千
冊
を
越
え
、
凶
在

購
入
費
は
七
十
円
仁
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昭
和
十
三
年
(
.
九
一て
八
)
に
な
り
ま
す
と
例

代
H

購
入
費
が

.hじ
卜
円
に
哨
え
、
附
航
日
数
:
一

卜
γ
札
口
で
.
日
市
ド
均
卜

L

ハ
人
は
ど
の
利
川
が
あ

り
ま
し
た
。
明
治
の
行
午
た
ち
が
削
出
品
し
た
阿

川
船
と
し
て
記
憶
に
と
ど
め
た
い
も
の
で
す
。

{
叫
1
.叶

勝
坑
)

* *ナ
*イ

ス
プ
レ

の
連+ 高齢者の健康づくりを目的に 6月15日、第

続一 2回上田市シルバースポーツ祭が市営球場で

* 開催されました。約100人のお年寄りがグラン

ドゴルフなどの軽スポーツを、和気あいあい

と楽しそうにフレーしていました。

3き
人誌
が
崎

の
女受
:章

政
府
は
、
平
成

6
年
森
の
叙
勲
受
章
者

(
4

月
初
日
付
け
}
を
発
表
し
ま
し
た
。
上
山
市
、
て

は、

3
人
が
晴
れ
の
受
章
仁
術
き
ま
し
た
。

(
札
制
称
前
町
)

-
勲
四
等
瑞
宝
章

マ
松
野
量
平
{
河
綴

・
ト
.
M山
)

バ
ヒ
川
市
議
会
議
此

園
駅
五
等
瑞
宝
章

マ
戸
谷
啓
治

(η
歳

・
山
中
市
川
)

日
本
山
山
川
業
組
合
迎
合
会
常
任

m.山ド

マ
星
合
襲
縫
(
内
必

・
全
作
)

・・し九時
f
.
h
r
"♂

rむ
礼
a

〈

''
λ，a

、IF---
'
be
'
'
i

食

脅す
* -...... 
L、
な
:tH! 

言!面
験ー 地震体験車「マクコ一号」の巡回が始まり

車 一初日の 6月15日には、三好町保育園の園児|

食 20人が5-6人ずつに奇かれて震度 5の地

震を体験 ジェッ卜コースターみたいと机の

下で喚声を上げていました。

ムM

圃

圃

剛

u'

7 7. 広報うえだ6.[7 J 



阿扶利橋界わい(新田)

常
楽
院
跡
の
石
垣
残
る

城
.
卜
町
十
刊
の
町
泌
に
は
、
時
山
先
的
な

造
物
や
泣
怖
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
日
ご
あ
見
航
れ
た
そ
れ
ら
の
場
所
も
、

つ
い
見
必

t
し
が
ち
で
す
。

ト
N

い
家
並
み
の
問
問
る
柳
町
の
保
命
水
の

所
を
右
に
折
れ
、
山
川
山
内
寺
へ
の
参
道
を
少

し
行
〈

t
、
-
火
山
沢
川
に
か
か
っ
た
耐
の

‘
副
司

4
-
e
a
u
-

狭
い
椛
に
山
ま
す
。
橋
の
れ
は
阿
扶
利
橋

と
・
パ
い
、
上
仁
川
市
作
成
の
地
問
に
も
記
さ

れ
て
い
ま
す。

こ
の
椛
合
泌
り
き

っ
た
光
の
所
が
阿
扶

利
社
跡
で
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
川
治
初

期
仁
か
り
て
山
伏
治
楽
院
の
あ

っ
た
所
で

す
。阿

扶
利
と
は
一山
降
の
前
町
誌
と
も
〔・一同
わ
れ
、

「
上
川
市
史
」
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
の

必
怯
二
年
、
柳
町
の
信
徒
が
相
州
(
神
奈

川
県
)
・
火
山
よ
り
制
約
し
た
石
尊
株
呪
そ

削
っ
た
の
が
は
じ
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

常
衆
院
の
い
米
側
に
は
令
昆
総
を
・配

っ
た

山
伏
円
成
寺
も
あ

っ
た
こ
と
が
天
保

・
弘

化
時
代
の
絵
阿
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

μ
八
山
山
沢
川
岸
の
市
楽
院
跡
に
築
か
れ
て

い
る
石
町
は
、
卜
一間
城
の
石
垣
に
用
レ
ら

れ
た
も
の

t
同
じ
太
郎
山
産
出
の
緑
色
凝

灰
岩

J

て
、
細
長
く
平
ら
の
お
が
、
独
特
の

手
法
で
き
ち
ん

t
税
み
疋
ね
ら
れ
、
江
戸

時
代
を
偲
ば
せ
ま
す
。

佐
藤

殺
さ
ん

たい肥化容器効果は抜群

近ごJら、 '1:ごみたいJI巴化谷部が

ほうぼう の家嵯においてあります。

わたしはあんなも のは・かJJもし

たらい っl.fいにな ってしまう fごろ

う主、その奇h*そあまり伝じてい

ませんでしたが、 diか らトrliJJJJをm
いて試しに.)，~lh~ 人して来|者!の 1)111

仁間いてみました。

~'<:が家 lま :. I II:(\;六人家族て '1:
ごみは湖 '.1111*'リバケツ仁・杯ず

つ、毎 I Il I J収集部のお III~却になっていまし たが、それ以米全

部作絡に入れることにしました。 とこ んが ・かJJ人れで

も :か日入れてもレ つはいにならず…。 'j~ に半イド分の ' 1 :
ごみが処FI(でき 、その

効川の大きいの仁l正木

、1'1に時きました。「資制

IIIIJIx.Jと介わせ、今で

はごみに，'1'，すも のは(J:

e I"Lどありません。

高野利雄さん (79歳 ・五加)哩量生'!"*

〈望台
わたし

ぽく抗

L 

「プロ野球JIこ入って

セカンドをやりだい
lLる

原 衛くん
(J 11辺小 ・3年〉

今は、少年野球チームで

補欠のセカン ドをやってい

ます。ぼくは、セカンドの

ポジションをカいっぱい練

習して、プロ野球選手にな

りたいです。

ぼくの夢は、プロ野部の

選手になることです。フロ

野球の選手になれば、 カが

つくし、ポールが早く投げ

られるようになるからいい

です。
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看板と景観

の ⑤そ

も
っ
と
ア
l
ト
に
シ
ン
プ
ル
に

わ
た
し
は
、
長
野
市
の
続
期
大
学

で
兆
鉱
山
の
講
師
を
し
て
い
る
関
係
で
、

事
の
逆
転
を
よ
く
し
ま
す
。
市
平
の
砂

転
も
・
.
卜
年
〈
ら
い
に
な
り
ま
す
。

引
で
山
か
け
る
と
き
に
え
に
な
る
の

は
、
行
似
や
相
識
で
す
。

赤
の
看
板
に
び
っ
く
り

行
似
や
相
識
は
、
外
同
人
に
と

っ

て
は
必
む
の
が
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。

英
話
併
記
の
糠
識
に
し
て
ほ
し
い
で

す
。
ま
た
、
道
端
に
宣
伝
の
旗
が
た

く
さ
ん
伝
っ
て
い
て
:
・
。
特
仁
ふ
い

色
の
肌
や
行
似
は
い
い
け
機
の
J
U
H叫」

の
色
で
、
迎
い
似
し
て
い
て
び

っ
く
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
わ
た
し
は

川
本
川
が
枕
め
な
い
か
・
ら
、
と
て
む

迷
必
で
す
ね
。

η似
が
多
す
M3
る

t

m
仙
い
ま
す
。
逆
転
し
て
い
て
と
て
も

彼
れ
ま
す
し
、
大
い
や
な
標
識
を
見
終

と
す

-』
と
も
あ
り
ま
す
。

日
本
は
「
看
板
戦
争
」
つ
・

外
川
で
は

り

H
・
内
て
い
る
口
机
も

少
な
く
、

ιて
る
場
所
む
決
ま
っ
て

い
て
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
す
。
大
き

さ
も
ち
ょ
う
ど
よ
く
て
ア
ー
ト
な
感

じ
が
す
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
外
川

で
は
、
大
き
な
会
社
で
も
行
阪
は
小

さ
い
ん
で
す
。

川
本
で
は
、
ピ
ル
の
し
上
ま
で
行
似

が
い

勺
は
い
で
、
そ
ん
な
に
し
八
郎
会

で
な
い
卜
.
川
で
ち
百
似
が
あ
ふ
れ
で

レ
ま
ず
。
ど
-
フ
し
て
日
本
は
ニ
う
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
の
文
化

の
美
立
識
は
品
出
な
の
に
・
:
。

ま
る
で
行
似
戦
争
で
す
ね
。
も
っ

と
大
き
く
、
も

っ
t
口
伝
勺
よ
う
に

:
と
い
う
感
じ
で
、
色
も
多
〈
め
九

ゃ
く
ら
や
で
す
首
ハ
バ
で
ギ
ラ
ギ
ラ

の
行
似
も
あ
り
ま
す
し
・
・
・

3

以
山
、
タ
ク
シ
ー
の
巡
L
H
下
さ
ん

に
「
行
似
守
け
ん
ま
す
か
?
」

円
て
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
そ
-
つ
し
た

ら
「
令
然
見
な
い
」

っ
て
ョ
日
本
訴

の
わ
か
ら
な
い
わ
れ
ん
し
だ
り
だ
と
思

っ
た
ら
、
日
本
人
む
兄
て
い
な
い
ん

で
す
ね
。
み
ん
な
が
見
て
い
、
な
い
も

の
は
い
ら
な
い
と
思
い
ま
す
の

い
本
・
に
い
る
と
.
あ
た
り
ま
え
に

な
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
外
川
へ
旅
行
に
行
く
と
、

け
本

の
行
似
の
多
さ
が
わ
か
り
ま
す
よ
。

駐
車
川
明
か
ら
道
路
へ
山
山
る
と
き
も
、

有
似
が
じ
ゃ
ま
に
な
っ
て
、
怖
い
思

い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

い
つ

で
も
川
り
そ
比
な
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
主
て
も
神
経
が
減

れ
ま
す
ね
。
い
い
け
機
の
い
け
川
ち
も
い
仙
す

ゲ
る
と
思
い
ま
す
ハ
イ
ウ
ェ
イ
な

ら
と
も
か
く
、
小
さ
い
泊
に
は
し
仙
す

y
ま
す
い
け
川
く
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
欽

も
多
く
必
要
に
な
り
ま
す
し
・:
。
ま

さ
し
く
鉄

t
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
同
.
て

ド

s

，
、40

1
4
1川村
;
，

ea司ま
ち
ゃ
つ
く
り
の
勉
強
中

今
わ
た
し
は
、
民
野
ト
八
山
下
の
拙
州

で
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
勉
悩
む
し
て

い
ま
寸
。
じ
ト

h

ハ
成
の
お付
TW
り
か

ら
じ
い
人
ま
で
年
備
や
職
業
も
さ
ま

ざ
ま
な
人
た
ち

t
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
号
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
勉
強

を
す
る
・
ア
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

よ
。

h
uが
忙
し
い
で
す
ね
。

(
お
わ
り
)道路には看板や標識がいっぱい

H

動
H

と
H

静
H

を
考
え
て

わ
た
し
は
、
音
楽
と
体
育
の
教
師

を
三
十
年
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
音
楽
に
は
と
て
も
興
味
が
。

「
尺
八
」
は
音
色
に
魅
せ
ら
れ
習
い

始
め
ま
し
た
。
以
来
五
十
年
、
今
で

は
お
お
ぜ
い
の
弟
子
も
い
ま
す
の
演

奏
会
も
十
一
回
に
。
現
在
も
車
で
小

諸
ま
で
教
え
に
通
っ
て
い
ま
す

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
民

謡
舞
踊
も
習
っ
て

二
十
年
に
の
昨
年

か
ら
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
社
交

ダ
ン
ス
も
始
め
ま
し
た
。

教
師
を
辞
め
て
三
十
年
問
、
毎
朝

欠
か
さ
ず
体
操
を
し
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
体
は
と
て
も
柔
ら
か
い
。
ま
た
、

万
歩
計
で
一
日
三
千
歩
を
自
撲
に
歩

い
て
い
ま
す
。

わ
た
し
が
健
康
な
の
は
、
今
日
ま

で
自
介
の
体
を
鍛
え
て
き
た
こ
と
に

も
よ
る
と
思
い
ま
す
。
体
を
適
当
に

動
か
し
、
適
当
に
休
ま
せ
る
動
と

静
を
常
に
考
え
て
無
理
を
し
な
い
。

一
日
に
一
度
は
、
少
々
汗
ば
む
よ
う

な
こ
と
を
す
る
。
こ
れ
が
わ
た
し
の

健
康
の
秘
訣
と
信
じ
て
い
ま
す

因子忠介

(吋副所)

卜:111に米て!i{I'.にな

りますが、近隣の騒汗

で|付っています。隣 t

あまり I~IRれていないの

に、 lミ小Jキ!カfJj)f.にく 4

勺けられていて、 11たえ

ιれる tびっくりする

ことが過去に b-位、 r!>司と);:'1 、Itl~離し

てほしいJ i:.、事((んfごことがありますが、「析

し<*た行のくせに・1 と，:われ、 ，'，'，:l 、思L、

~したこともあります。 二 u)(!カ・にも、 i也の

「乃j位協」の/ドの{¥..も、{花'1"まIt-.ζ ううる

さ L ‘。 また、平';!)I、ゴルフの糾liυl ネットに~I~

ってある内j(二、ポールカ?、EIたる tパシッとす

ご~ ， .".' b 11 "市'1:i1fjで必~!~(I\J に 1'1'1 る tl~. はし:か

たない tしても、 ぞれJ'J.yトの{i:I二1:1:、気をつ

けてはLいと思います (匡名)

「近隣騒音Jにひと言M
W周
み
佐
町

会
匂
古
里
一

わたしの場合

⑪ 
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豆腐を上手に明るにはコツが・・・ エプロ ン百科

左
か
ら
右
ヘ
抑
え
気
昧
に

さ
い
の
目
に
は
手
の
平
で

.
比
附
は
日
本
人
の
食
生
活
に
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
的
近
は
海
外
で
も
健
康

食
品
と
し
て
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

-
U
腐
は
采
ら
か
い
の
で
、
中
小
で
冷

や
す
と
き
に
蛇

H
か
ら
抗
持
水
を
当

て
る
と
形
が
刷
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
豆
腐
を
ポ

l
ル
に
入
れ
、
み
し

揺
の
中
ぶ
た
を
そ
の
上
に
か
ぶ
せ
て

水
を
流
す
と
、
豆
腐
に
位
接
当
た
り

ま
せ
ん
。
ポ
道
の
水
は
、
細
く
出
し

ま
し
ょ
・
フ
。

切
り
方
仁
も
、

豆
腐
の
形
を
崩
れ

さ
せ
な
い
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。
野
菜

な
E
を
ま
な
板
の
上
、
て
切
る
と
き
は
、

作
辿
は
布
か
・
句
切
っ
て
い
き
ま
す
が
、

-
U
腐
は
在
か
ら
れ
に
向
か
っ
て
切
っ

て
い
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
山
手
で
切

れ
た
一以
附
ぞ
いぷ
え
な
が
ら
切

っ
て

い

け
る
の
で
、
倒
れ
た
り
川
刷
れ
た
り
す

る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
途
中
、
て
向

き
を
変
え
る
'
と
き
は
豆
闘
を
動
か
す

の
で
は
な
く
、
ま
な
板
を
阿
し
ま
す
。

豆
腐
は
、
み
そ
汁
の
具
の
代
表
格

で
す
。
さ
い
の
目
に
細
か
く
切
る
と

。ρ 
新着本
案内

じ〉
} 

アメリカの苦悩・日本の矛循…・・……大竹慎一

オンリー・ミ_...・H ・..…...・H ・-一……三谷幸喜

ぶらりキャンパス・いま大学は...・H ・..篠宮幸男
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き
は
、
手
の
平
仁
の
る
大
き
さ
に
一旦

ω
絹
川

El

腐
e
V
』
切
り
、
片
手
に
一豆
腐
を
の
せ
そ

[

の
L
し
で
切
り
ま
す
。
包
丁
を
引
い
て

4

，
 

は
い
け
ま
せ
ん
。
上
か
ら
抑
え
る
よ

う
に
し
て
切
り
ま
す
。

豆
鴎
は
熱
し
過
ぎ
る

t
、
す
(
泡

の
よ
う
な
多
く
の
ル
八
)
が
入
り
ま
す
。

'
。
。
ぐ
ら
い
の
務
い
出
水
そ
っ
く
り
、

熱
す
前
に

三
卜
分
ほ
ど
つ
け
て
お
く

と
す
が
人
り
に
く
く
な
り
、
投
山
川
れ

も
防
内
、
、
』

t
が
で
き
ま
す
。

ち
て
、
丘
腐
を
使
っ
た
な
べ
料
理

で
は
、
な
ぜ
・
民
に
日
比
仰
を
敷
く
の
、
で

し
ょ
う
ご
だ
し
ぞ
と
る
た
め
」
「
な

べ
の
底
に

n.ハ
が
つ
か
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
」
は
、
当
た
り
前
で
す
ね
。

実
は
も
う

一
つ
、
大
事
な
役
目
が
あ

り
ま
す
。
昆
布
を
な
べ
の
底
に
敷
く

こ
と
で
、
豆
腐
を
直
接
熱
し
過
ぎ
な

い
よ
う
に
し
て
い
・

7. 広報うえだ6.

国固固
盟国圏

不
用
ロ
聞
に
な
っ
た
も
の
、
ほ

-

し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

生
活
環
境
課
(
内
線
1
3
9

0
)
へ
ご
連
絡
を
。

マ
ル

l
ム
ウ
す

l
カ
l

無
料
マ
・
小
池

内
丸
オ
ー
ブ
ン

2
0
0
0円
マ

彼

気

オ

ル
ガ
ン
無
料
マ
ガ
ス
レ
ン
ジ
(
郎
市

ガ
ス

・
フ

ロ

ハ

ン

)

無

料

i
3
0
0
0

円

マ

f
ど
も
シ
ン
グ
ル
ペ
ッ
ド
無
料

マ
ト
小
制
説
片
柚
机
無
料
マ
米
び
つ
付
き
屯

tr
レ
ン
ジ
ム
悶

3
0
0
0
阿

マ

ロ

ッ

キ

ン
グ
チ
ェ
ア

3
0
0
0
同

マ

キ

ヤ

ン



. 

健康Q&A

高
脂
血
症
が
増
加
傾
向

バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事
を

-
基
本
健
康
診
査
の
結
果

わ
た
し
は
去
年
「
基
本
健
康
診

査
」
を
受
け
ま
し
た
が
、
結
果
や

傾
向
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q 

市
で
は
各
種
検
診
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
の

一
つ
に

「基

本
健
康
診
査
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、

市
で
行
な
っ
て
い
る
術
聡
探
検
診
の
こ
と

で
、
成
人
病
の
早
期
先
日
ん
状
ぴ

Jr防
の
た

め
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
検
売
の
内
容

と
し
て
、
院
側
に
よ
る
診
察
、
身
体
計
測
、

A 

•••••••••••••••••••••••••••• 

-z
・・・・・・・・・・

---------EE-----

• 

「
文
化
・
芸
術
」

a街
プ
く
れ
7

小
池
園
枝
さ
ん
(
臼
歳
・
小
泉
〉

血
児
測
定
、

胤
液
検
究
(
総
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
肝
機
能
血
糖
な

E
)
、

心
屯
凶
、
ま
た
医
師
が
必
要
に
応
じ
て
眼

底
検
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
5
年
度
は
、
3
9
3
6
人
が
受
診

し、

mwoo
の
人
は
、
.
袈
指
導
や
要
治
療
で

し
た
。
こ
の
村
民
か
ら
は
・:
。

①
尚
胤

.K境
界
城

(
H
M
出
血
陀
が
1
4
0

1
1
5
9
m

h
、
最
低
血
圧
が
9
0
1
9

の
人
が
い
ち
ば
ん
多
く
、

4
m
h
)
 

圧
の
疑
い
の
人
と
合
わ
せ
る

t
、

者
の
う
ち
幻
%
に
も
な
り
ま
す
。

②
二
番
目
に
高
脂
血
症
が
多
く
、
全
体
の

約
国
0
0
を
山
め
て
い
ま
す。

h
H

川
脂
血
杭
は
、
食
ぃ
官
・や
山
法
制

t
の
閃
係

が
与
え
ら
れ
、こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
増
え

て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
日
的
防
胤
杭
の

状
態
が
長
〈
続
く
こ
と
に
よ
り
、
や
が
て hm胤

全
受
診

•••••••••••• 

-EE---EB--------

子

E
も
た
ち
の
巣
立
ち
を
機
仁
、
第
二

の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
と
い
う
こ

t
で
、
一
二

卜
年
間
勤
め
た
企
業
を
，
昨
年
単
職
し
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
ポ
ラ
ン
テ

f
ア
の
惟

界
へ

U
八
卜
皮
の
転
換
と
な
り
ま
し
た
。

引
伐
は
、
上
川
山
文
化
去
術
協
会
に
所

同
し
、
事
務
い川
長
と
し
て
会
の
山
地
位
に
協

力
し
て
い
ま
す
。
、
』
の
全
は
市
内
の
文
化
・

芸
術
同
体
相
瓦
の
述
給
協
調

t
、
市
民
文

化
の
向
上
を
附
る
目
的
、
て
ト
年
前
に
発
足

し
た
も
の
で
、
会
は
は
約
六
千
一-一
h
u
h。

問
必
の
幼
児
か
・
ら
九
卜
歳
過
ぎ
の
い
向
附
行

ま
で
と
州
出
く
、
ま
さ
に
中
派
的
動
の
州
切

で
あ
り
、
芸
術
文
化
而
の
人
材
パ
ン
ク
で

• r要指導」・「要治療」の人数の内訳

-置
の
縫
い

腎
機
能
障

の
疑
い

絡
尿
病

貧

血

(受診者:3936人)

の
疑
い

肝
疾
患

異

常
心
篭
図

1iZ5 
m 

100 

人

帥高燐高
。 血界血

圧緩庄

副

3ω 

E叩

4∞ 

7∞ 
E∞ 

は
動
脈
硬
化
が
進
み
、
脳
艇
塞
、
心
筋
梗

寒
な
ど
の
重
大
な
病
気
の
ひ
き
が
ね
に
な

り
ま
す
。

「
悲
本
健
雌
み
先
」
は
、
年
間
を
通
し

て
山
内
の
病
院

・
医
院
で
必
・桜
山
川
川
・
中
に

受
診
で
き
ま
す
の
で
、

H.
必
非
年
に
.
皮
は

受
診
し
ま
し
ょ
う
。•••••••••••••••••••• 

も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
年

一
向
の
文
去
祭
も
今
年
で
七

川
円
に
な
り
ま
す
。
以
ハ
分
肝
の
人
た
ち
が

協
h
し
、
知
h
m
Q

を
山
し
ん
い
っ
て
、
手
作
り

の
お
祭
り
ぞ
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
抗
日
仰
を
過
し
て
、
多
く
の
か

た
が
た
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
き
ず
な
の

深
ま
り
が
限
醐
昧
で
す
ね
。

事
務
局
長
f

と
し
て
感
じ
る
こ

t
は
、
上

川
は
教
育
と
か
文
化
而
で
の
環
境
整
備
が
、

少
し
江
ち
遅
れ
て
い
る

t
い
う
こ
と
で
す
。

「
術
づ
く
り

L
6突
き
古
川
め
れ
ば
「
人
づ

く
り
」

。
行
政

t
.体
と
な

っ
て
文
化
・

去
術
に
け
を
向
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け • 

フ

m祈
り
川
口
比
み
い
す

・
テ
ー
ブ
ル

(
4
人

用

)
3
0
0
0
円
マ
寝
袋
(
大
人
夏

期

)

無

料

1
5
0
0
円

マ

ホ

l
ロ
!

な
べ

・
す
き
焼
き
な
べ

・
茶
ぴ
つ
・
ガ
ラ

ス
コ
ッ
プ
各
無
料
マ
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー

ワ
ン
ピ
ー
ス

5
0
0
1
2
0
0
0
問

マ
三
耐
鋭
(
い
す
付
き
)
1
0
0
0
円

-:・先着順に紹介しますので、すでに成約した物はご了承ください。

マ
4
1
5
必
川
列
児
剛
山
マ
冷
蔵
派

"
v
f
E
b
m
h
H紙
山
下
(
日

i
m
イ
ン
チ
)

マ
都
市
ガ
ス
湯
沸
か
し
お
マ
ゲ
l
ト
ポ

ー
ル
・
ス
テ
ィ
ッ
ク
マ
ふ

t
ん
干
し

マ
パ
イ
プ
・
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

(
4
坪
く

ら
い
)
マ
ジ
ュ

ー
タ
ン

(
4
佐
平

・
6

門
川
)
マ
ヒ
ア
ニ
カ
マ
キ
ー
ボ
ー
ド

マ
wm
だ
ん
す
マ
ド
駄
納
マ
洋
服
ダ
ン

ス
マ
ペ
ピ
1
ふ
'
と
ん
マ
家
嵯
山
川
フ
ァ

ッ
ク
ス

マ
ラ
ジ
カ
セ

--------------B・
SE・e
・-------------E・

な
い
'
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
道
楽
で
永
い
こ
と
カ
メ
ラ

と
付
き
合
っ
て
い
る
う
ち
に
、
一γT
M
凡
が
れ

分
れ
身
を
町
併
す
る
媒
体
と
し
て
欠
〈
句
』

tζ

の
で
き
な
い
作
化
と
な
り
ま
し
た
。

f

E
s
u
の
写
山
ハ
も
船
り
就
け
、
今
で
は
ア
ル

バ
ム
八
ト
冊
に
も
。
数
年
前
か
ら
ク
ラ
ブ

的
動
仁
も
参
加
し
、
作
品
づ
く
り
を
続
け

て
い
ま
す
。

「
簡
素
に
し
て
新
鮮
」
(
藤
村
)
を
モ

ッ
ト
ー
に
、

こ
れ
か
ら
も
犯
し
く
、
い

つ

も
新
鮮
さ
を
見
い
だ
し
な
が
ら
、

「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
人
引
」
を
悦
射
し
て
い
こ
う
と

}AqE
'
 

思
っ
て
い
ま
す
。

刊U 7 7. 広報うえだ6.



テーブル情報

部
落
差
別
を
な
く
す

大
行
動

7
月
刊
日
に

••• 
川
和
問
.
地
へ
の
正
し
い
則
.
桝
と
認

識
を
深
め
て
い
ー
た
だ
き
、
ぷ
別
の
な

い
川
る
く
住
み
よ
い
上
川
山
を
勺
く

る
た
め
、
お
お
ぜ
い
の
粁
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
と
き

7
川
一
同
日
制
午
後
1
時

初
分

マ

と

こ

ろ

市

民

会

飴

マ

記
念
講
演

近
畿
大
学
助
教
授

・
北

日
本
広
さ
ん
M
M
写
真
H
H
に

よ

る

よ
，

H
ボ
め
ら
れ
る
人
脱
水
市
」
マ
そ

の
他

山
内
大
行
進
は
午
後
3
時
間

な

ふるさと市町村圏

分
か
ら
マ
問
い
合
わ
せ

液
泌
(
内
線
1
6
1
2
)

Ilil 
ねl
~.t 

~"(らf f. υ ろ

・北口末広さん
近餓大学助教慢。 1956年
(昭和31是正)大阪生まれ。
大阪市同和対策総進協m
会安員、教育告書員会専門

~貝を歴任。箸・1ま'入
門部活問思一問一答nJ 

r人悶解般の指tlJなど。
平成A年10月、演劇スト

ーリ_rもしも、あのーE
おかなかったら』で第1

固ヒューマニティー大阪

市畏賞者E受賞。

母
・
父
と
子
の
集
い

リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
ヘ

••• 
山

t
吋，

r寡
婦
福
祉
会
で
は
、
次

に
よ
り
、
「
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

8
川

7
M
m午
前

G
時

山
川
・

η
山
川
H
刈
川
先

マ
と
こ
ろ

肝

L
I己、
h
k
ヘ
H
r」
m
q
h
H
H
'

1
F

、
レ

7

レ
ご

ん

y
上
在
h
ト
小
↑
骨
川

.
I
d
-
-
E
r
ι
l

F
l
'

マ

参

加

費

大

人

(
山中
山
下
午
以
卜
.}

l
t
)
)
川
!
ー
い
f
r卜
仁

1

ぷ.、1
1
1
)

}

1i
R
.

，1
41
u
'

J川
4
J
it川
l
r
lu
F
I
l
i
--

'
t
'
t

o川
(
付
.
食
合
む
)

マ
申
し
込
み

川
ん
長
保
育
課
(
内
線

1

6
1
G
}

か
吋
，

r深
川
川
社
会
役
は
ま
で
引
合

を
添
え
て
ど
う
ぞ
。
ん
必
川
札
{
パ
ス
ー

ムH
)

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
私
の
く

ら
し
「
講
演
会
」
ヘ
/

••• 
マ
と
き

7
川

8
N
糊
午
前
同
時

か

ら

は

時

マ

と

二

ろ

文

化

交
ン

タ

1

マ
講
師

後
雌
繁
子
さ
ん
(
飯

川
友
の
会
人
五
日
以
)
マ
内

容

了

粍

な
夏
料
開
、

和
服
か
・
1

り
洋
服
へ
来
し

い
リ
フ
ォ

ー
ム

マ
会
費

5
0
0

川
(
当
日

5
5
0
円
}

マ
そ
の
他

託
児
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
問

い

合

わ

せ

川

小

(
宮
@
2
4

5
8
)
、
久
保
川
(
包
@
1
5
9
8
)

。忘れ列

天体教室
純子Ililfl¥でご参加ください。

参加燃料。

1>とき 7 J J 2H 111句、村)J :~ 

Il(仰いずれむ'1"(会 (j時:~()分

からrliJ811抑()分まで

1>ところ 1・'.111例jilP'j'f)~体観
測ネi(4¥ 1.> 
1>定員作 I()人(主tlになり

;大都急告めりjります)

1>その他 (J)'r.(会(i11キ20分ま

でに(ilJjil防 IF.げ'，iロビーに民ま

ってくださ t、(2)X似カfJAlu

t詩作でも irいます(ただし、

己11i単純の隙11"';::~i>1 )0 

1>申し込み i ) J 11) 1 (Jll'r-liij 

1011手より昔、Illil.ぷ(内線 1 22:~)

で.1:(t f・1・けま寸。

(12) 

四
国
固
因
7 7. 

型
催
------U

広報うえだ6.

-
第
E
土
曜
日
学
習
施
設
活
用
の
催

し
「
郷
土
の
め
す
ら
し
い
鉱
物
③』

マ
と
き
ア
月
9
日
∞
午
前
川
川
崎

i
〈約
T
時
間
〉

午
前
刊
山
田
町
ま
で
に

あ
趨
し
く
だ
さ
い
。

円v
対
象
小
学

3
年
生
以
上
マ
と
こ
ろ

第
2
制

学
実
践
室
マ
参
加

費

無
料

-
第
E
因
子
ど
も
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

ア
月
9
自
由
午
前
9
時

i
午
後
4
跨

マ

と
こ
ろ

パ
ソ
コ

ン
毅
室
マ
対
象

上
小
地
獄
の
小

学
4
年
生

1
中
学
3
年
生
ま
で
の
初

山
者
マ
定
員

初
人
〈
申
込
願
)

マ
持
ち

物

筆
記
用
具
、
昼
食

マ
参
加
費
無
料

マ

申
し
込
み

ア
月
3
日
日
午
前
9
時
よ
り
電
話
で

創
造
館
ヘ
〈
念
@
A
E
T
-
-〉

-
第
4
回
一
般
成
人
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

ア
月
お
自
由

-
M
白
日

午
前
9
騎

i
午
後
4
時
初
分
マ
と

ニ
ろ

パ
ソ
コ
ン
叡
室
マ
対
象

ト
ム
小
地
獄
に
在
住
ま
だ
は
働
務
す
る

怜
歳
以
上
の
人
マ
定
員

初
人
(
申

込
願
)
マ
受
鴎
料

5
0
0
円
〈
テ

キ
ス
ト
代
〉
マ
持
ち
物

慾
配
用

具
、
昼
食
マ
申
し
込
み

フ
月
げ

日
日
午
前
9
時
よ
り
電
信
で
創
造
舘

ヘ
〈
念
@
T
A
e
-
-
)



• 
民噂臨時醒智伊

一主主主主主乱11 -干曲高校公開講座の受講者

[>量E旨 生涯学習の織会の体系化と、地E誌と学校と

のいっそうの結び{すきを図る b主催よ回千幽高等

学綬 [>期間 8月20日はめ、ら10月15白出までの間の

毎週土曜日 (7日間) [>会場自 上回千曲高等学綬

[>募集人数 一般成人30人(定員になりしだい締め切

り) [>講座テーマ やさしいパソコン教室 b申し

込み 電話で上回千曲高等学佼穆草書室 (C~7070) へ

h~I プ干 ?下、 、F 可 、'h ~! 守

f I.: rー.r-u吃r~~ も‘-T'-，
刻"':'b，::l!l;I~\"::-ä])，:;u_=ト

、叫斡帝;1，
• . ... -1.マ

(主催蓄の総合により変更する場合があります)

緑
の
写
真
パ
ネ
ル
展

展
示
を
す
る
「
作
晶
」

••• 
マ
題
材
郡
山
の
紘
ま
た
は
紋
州
は

か

な

肌

以

マ

規

格

問

つ

切

り

(

カ

ラ
ー、

モ

ノ

ク

ロ

)

マ

応

募

期

間

U
O
川
!
日
山

1
9
川

初

日

制

マ

提

出

先

郎

市

川

州

A
(内
線

1

5

2
5
)

マ
そ
の
他
ド
泌
弘
行
令

日
比
に
日
記
念
品
合
的
り
ま
す
。

①
作

品

-二の丸)-2-fiI②0762

一月日 儀 し 時間 入場方法 問い合わせ

7 
劇団えるむ 14: 00 よ 田

は~ rlflいろは空のいろ」 18: 00 
会員券

子ども劇場

也15 
都港差別をなくす

13: 30 無料 同和対策課
市民大行働(講演会)

!g17 l f毎沢富美夫特別公演
13: 00 

有料
(有)プラム

17: 00 ブロッサム

市民会館

-材木町トト3・宮⑫0760文化会館

は
以
ぷ
後
お
返
し
し
ま
す
。

-
作
昂
展
示
期
間

川
川

3
N
川
l

M
訪
日
糊

-
会
場

市
役
所
l
附
ロ
ビ

l
、
文

化
セ
ン
タ
ー
(
材
本
町
)
人
日
ホ

ー

ル

信
州
く
だ
も
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
エ
ン
ジ
ェ
ル

••• 
く
だ
も
の
の

P

R
出
動
に
協

h
し

て
い
た
だ
け
る
久
性
を
持
集
し
ま
す
。

マ
募
集
人
員

3
人

マ
任
期

?
凶
作
a

(

実
働
年
山
口
前
後
)

マ
応

募
資
格

同
必
以
上
の
火
作
(
川
口
川
枝

川
は
除
〈
)
で
、
山
山
山
・
他
悩
は
川

い
ま
せ
ん
。

マ
問
い
合
わ
せ

H
K

肝
川
う
ま
い
く
だ
も
の
推
進
本
部
{
包

0
2
6
2
品、
7
2
2
9
)

7 {雲扇会

l3 
臼)

信扇会舞踊発表会 10: 30 無料
f..?' 4650 

品
講習会 rさわやかな

10: 00 
大人 上回友の会

私のくらし」 550円 事62458 

0l
約
4 保健機導員研修会 13: 30 無料 保健予防諜

1
日
7 第2阻

9: 15 無料
霊風流

よ図吟道会遺習大会 上回吟道会

21日
4
l 

コロンピア

コロンピア~音音楽会 無料 コンクール
上国地区

8 大人 平和音楽祭

17 日
第フ図上国平和音楽祭

1000円 実行委員会

市
職
員
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
来
年
度
採
用
予
定
の
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
ω

マ
募
集
人
員
各
職
橿
(
左
表
)

と
も
若
干
名
マ
必
要
書
類

川
受

験
申
込
書
(
総
務
線
に
あ
り
ま
す
)

2
履
歴
書
(
高
校
在
学
者
は
、
統
一

応
募
書
類
を
使
用
し
、
そ
の
他
の
人

に
つ
い
て
は
、
総
務
課
に
あ
る
も
の

を
使
用
)
号
最
終
学
校
成
績
証
明
書

(
高
校
在
学
者
は
、
調
査
書
を
提
出
)

a
m円
切
手
添
付
の
自
ニ
霊
封
筒

(
合
否
連
絡
用
。
あ
て
名
を
記
入
)

マ
申
し
込
み
7
月
|
日
掛
か
ら

問
自
白
働
ま
で
に
、
市
役
所
3
階
総

務
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
8
い

L

た

た
し
、
土
曜
日
は
閉
庁
で
す

-
問
い
合
わ
せ
総
務
諜
(
内
線
l

2
0
2
1
1
2
0
4
)
 

な
お
、
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
う
え
だ

で
フ
ァ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

(
念

日

2
6
8
d
U
8
8
8
8
・
コ
ー

ド
尚

7
0
2
)

i竺竺 応募資繕 I耳験臼 科 目

般

Tg2aZ
k 
B 

昭和44年
4月2日

たたし、平成6:Cj:

以隠に生
4月1日現在、上

事費.鋭敏

まれた人
田市民である入、

軍事門E武験

または勉学などの

昭和初年
ためー跨他市町杓

g月188日 一

4月2日
に居住しているが 午前8防

以鰭に笠
家族は上田市民で 受付開始 教養nt験

まれた人
ある人 同89寺30分 適性試量産

一ー

t式験開始

昭和41年

」ーー

d月2日
通勤可能な節図に

以鱒に笠
E霊位すること

数獲試験

まれた人

Z車内E茸験

-平成6年度上田市職員募集要項

一
般
事
務
醸

技

術

臆

~ -_._;;.1・圃圃.. .凶

試験日l主、 9月18B(BIに行います(備考)筏磁駿は、土木工学系・環境工学系・都市工

学系を含みます。
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-情報テーブル・

7
月
は
「
青
少
年
」
を

非
行
か
ら
守
る
月
間

••• 
7
日
は
、
「
庁
少
年
を
非
行
か
ら

守
る
全
問
強
調
月
間
」
で
す
。
行
少

年
を
非
行
か
ら
守
る
に
は
、
ま
ず
「
家

庭
」
、
そ
し
て
「
地
域
」
の
秘
倒
的

な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

月
間
中
は
、
少
年
補
導
委
此
を
中

-幽醤歯車 車-

仮吾ル~i$~t:日又自又旬

新幹線建設工事に伴い、 7月20日制か

ら10月14日働まで上田駅南北自由通路の

北側階段の移設工事者E行ないます。

この工事期間中、下図のとおり仮設階

段により通行していただくことになり、

ご不便をお掛けしますが、ご協力者Eお願

いします。1>問い合わせ 高速実通課

(内線1555・1556)

心
と
し
て
、
環
境
チ
ェ
ッ
ク
活
動
、

一
日
制
導
前
動
な
ど
ぞ
行
な
い
ま
す

の
で
、
ご
協

h
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
「
国
際
家
族
年
」
で

も
あ
り
ま
す
。
、』
の
機
会
に
、
「
家
族
・

家
庭
」
の
大
切
さ
や
役
割
を
見
つ
め

直
し
て
、
心
身

t
も
に
明
る
く
、
た

く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

砂
利
採
取
業
務
主
任

者
試
験
7
月
四
日
に

••• 
マ
と
き

7
n
m
n
樹

マ

と

こ

ろ

県
庁
講
堂
{
長
野
市
)
マ
受

験
手
数
料

7
6
0
0
円

マ

願

書

受
付
期
間

7
月
7
日
附

i
7
月
日

U
榊

マ
願
書
の
請
求

・
問
い
合
わ

せ

県
庁
砂
防
諜
(
宮
0
2
6
2
@

[14] 
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北口駅前広場
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南口

仮
設
階
段-

M

康

一

一

本

一

一

駅

一

7
3
0
9
)
 

所
の
白
金
や
、
労
働
時
間
な
ど
れ
τ調

べ
る
も
の
で
、
調
究
結
果
は
労
働

・

経
済
問
題
な
ど
の
基
礎
資
料
に
も
な

り
ま
す
。

7
月
下
旬
か
ら

8
月
に
か
け
て
、

知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
調
査
票

を
持
っ
て
各
事
業
所
仁
お
伺
い
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

県

庁

情

報

統

計

諜

(

宮

0
2
6
2
@
7
0
7
3
)

事
業
所
に
毎
月
勤
労

統
計
調
査
特
別
調
査

••• 
平
成

6
年
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特

別
調
査
が

7
月
末
日
現
在
で
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
調
究
は
、
常
用
労
働
者

を
1
人
か
ら
4
人
一
服
っ
て
い
る
事
業

-消防本部(宮@0119)

ー
、
花
火
の
注
憲
書
き
を
よ
く
読
ん
で
。

2
、
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
は
し
な
い
。

3
、
花
火
は
人
や
家
に
は
向
け
な
い
。

4
、
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る
。

5
、
必
ず
大
人
が
つ
い
て
。

6
、
途
中
で
消
え
て
も
、
筒
の
中
を
の
ぞ
か
な

'し

". 
正しく扱い

正しく遊ぼう
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計
量
器
定
期
検
査
が

2
年
に
一
度
に
変
更

••• 
昨
年
日
月
1
円
に
計
号
法
が
改
正

と
な
り
、
計
川
一
胤
昨
ん
必
則
検
査
の
刷
則

が
2
年
に
変
一山
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は、

市
内
含
次
の

t
お
り

2

地
区
に
分
け
、
隔
年
で
検
究
を
実
施

し
ま
す
。

平
成

6
年
度
は
、

A
地
院
に
つ
い

て
検
古
を
行
な
い
ま
す
。
な
お
今
年

の
定
期
検
背
の
詳
し
い

日
科
な

E
は

8
円

l
H
号
「
広
報
」
に
掲
載
す
る

予
定
、
で
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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課
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内
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数
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に
実
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東
部
、
南
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、
中
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北
部

(
山
口
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治
会
を
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く
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、
岡
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極
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、

川
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川
(
上
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治
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の
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h
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「市役所庁舎内」配置が一部変更に

教育委員会の移転に伴い7月

18日伺)から、次のとおり市役所

庁舎内の配置が変わりますので

お知らせします。

t>問い合わせ管財課(内線1
264) 

長与

交通対策局は本庁舎 4階に

課所名 現行 移動後

51:通対策局

交樹策局賠

交通対策課
本庁舎E階 本庁含4階

高速51:通課

建設部

都市計画課
本庁舎E階

都市開発課
本庁含4階

建築課

財政部

管財課
本庁舎3階 本庁含A階

社会部

同和対策課
本庁舎4階 本庁舎E階

総務部

企画課統計係
爾庁舎4階 本庁含3階

-配置が変更になる諜(係)

¥

ノ

・
広
報
を
担
当
し
て
二
か
月
・
:
。
取

県

記
J

材
や
絹
集
に
追
わ
れ
る
毎
日
が
続
い

制

後

」
て
い
る
。
先
日
、
犬
の
写
真
を
広
報

/
l
¥

に
震
せ
る
こ
と
に
な
り
、
た
ま
た
ま

近
所
の
犬
を
岨

meさ
せ
て
も
ら
っ
た
。
広
報
が

出
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
写
真
を
厳
せ
て
も
ら

っ
て
う
れ
し
か
っ
た
と
、
そ
の
家
の
か
た
が
わ

ざ
わ
ざ
来
て
く
れ
た
。
そ
の
犬
は
、
舎
は
遠
く

に
い
る
娘
さ
ん
が
と
て
も
大
窃
に
し
て
い
た
そ

う
で
、
も
う
十
数
年
飼
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

記
念
に
娘
さ
ん
に
も
「
広
報
』
を
送
り
た
い
と

い
う
。
日
々
の
窓
れ
が
和
ら
ぎ
、
う
れ
し
か
っ

た
。
と
か
く

一
方
通
行
で
、
反
響
が
な
い
よ
う

な
仕
事
だ
が
、
写
真
一
枚
で
も
喜
ん
で
も
ら
え

る
と
思
う
と
張
り
合
い
が
出
る
。
(
た
な
か
)

-
広
報
の
原
鴻
宇
佐
・
く
と
き
、
以
前
は
原
摘
用

紙
を
使
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
緩
近
で
は
も
っ

ぱ
ら
ワ
ー
プ
ロ
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、
い
い
面
も
あ

る
し
、
ま
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
ワ
ー
プ
ロ

だ
と
ペ
ン
だ
こ
も
で
き
ず
、
伺
枚
も
書
き
直
す

必
要
が
な
い
か
ら
手
も
疲
れ
な
い
。
反
菌
、
字

の
度
忘
れ
が
多
く
な
り
、
な
に
よ
り
も
、
机
に

ワ
ー
プ
ロ
を
置
く
前
に
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
た

机
を
片
付
け
な
け
れ
ば
・
:
(
と
て
も
面
倒
だ
)
。

先
日
、
締
め
切
り
前
夜
、
家
で
原
稿
を
打
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
無
意
識
の
う
ち
に
ワ
ー
プ
ロ

の
キ
ー
を
咽
押
し
た
ま
ま
心
地
よ
い
限
り
に
。
明

け
方
八
ツ
と
起
き
る
と
、
自
の
前
に
は
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
な
函
薗
が
・:。『
あ
1
、
だ
め
だ

l
/』

思
わ
ず
、
天
を
仰
い
だ
。
(
に
し
ざ
わ
)
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.r家庭介護教室」の日程と内容

とき 時 間 内 思t円~

7月15日掛 14 : 00-15 : 30 体のふき方、寝巻きの着替えさせ方

9月16自在留 14: 00-15 : 30 病人の働力、し方、床すれの予防

10月21B(itj 14: 00-15 : 30 家庭でできるリハビリテーション

-骨の健康クリニック参加者募集

t>とき ①節 111 8月2<111(.水)または2611幽の午前

9時から午後 111午までの聞の指定する11年間②第 211 

9月]6H幽の'F-IIij"1 t>ところ 1'，川保健所 2附 t> 

対象 第 1IJおよび第 211 1: b 参加できる ö~h議までの

人 t>募集人員 80人科l支 t>募集期間 7 JJ1811(JJJ 

-r1IJ2211伽 t>応募方法 ilJUはがきに「什の腿J，Jtク

リニック参加~}!+~.J 1:記入し、 f1:)好・氏円・年齢(/1: 
il'， J J n)・i1!:u舌許可ーも明記し てく fごち t、。 t>応募先

「干386 UII rli村本町 1-2ー() 1'，111保健所1民地「

防法.J t>問い合わせ 1: 111保健)irr保健J"防諜(宮@

71.18) 

織 的7;
安十両

，ζt).~，~ 

・堀内貴彰くん
( 1歳11か月・国分)

「男の子なのでショベルカ
ーなどの車が大好きです。
畏いものはなんでも娠り回
します』と母の幸子さん。

保健 診tt
保健予防課(内線 1374)

_，I日宣教師館開館記念事業~

BE書室E沼産E由雄務調~~"1j[jI

f. \州は f，~ぶから ill{t にカ・ It て fDi
~llj として栄え、 (i書記のj隼!['((I{Jな地

域でした。 そのIflj泌は、引の:でもtti
11Jにひっそりと伐って います。そう

した繁栄の，;.i!，;~を!ill築に ;ll ぃ続ける

r!ill築1~~Ü'i j .ti'i III ，~沼久さんが、フ{
ルム lにニ似悦tきi卜.
J'丸'U凶凶を~H問1羽問きます 】 お礼申をに Eうぞ。

・出展作晶

t>中込学校(佐久市) t>万平ホ

テル(軽井沢町) t>林国蔵邸(岡

谷市) [>聖ハウロカトリック教会

(軽井沢町) [>ダニエル・ノルマ

ン邸(長野市) [>司祭館(松本市)

t>朝香宮邸(軽井沢町) t>ショ

ーハウス(軽井沢町) t>旧市立図

書館(上回市) t>聖ミカエル教会

(上田市) t>片倉館{岡谷市)

t>渡辺千平卑邸(茅野市)ほか

グ
蚕
都
の
洋
風
建
築
4

-国立東信病院家庭介護教室

i司'LJ紅伝病院では、寝たきりのかたや体の不自巾な

かたに対して、だれでもできるやさしい介護教室を聞

きます。 どなたでもお丸事長にご参加lください。

bとき・内容 |、・ぷのとおり t>ところ |目立点じ

病院大会議前(2附) t>参加費無料 t>持ち物

~ït，ilflUt， t>問い合わせ 同立点{，~病院総:続看護研究

会(笠~]9801人'J*!R2(3)

7
月
2
日
出
i
8同
羽
田
側

午
前

9
時

i
午
後

4
時

旧
宣
教
師
館

ハ
下
之
郷
リ
サ
ー
チ
パ
l
ク
内
〉

毎
週
水
曜
日
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